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富士川水系では，特定外来生物であるオオキンケイギクの防除が1つの課題となっている．オ

オキンケイギクは，強い繁殖力で在来植物を排除する性質がある．特に，堤防に繁茂するシバ

類などの植被が減少し，堤防が弱体化することが懸念されている．対策として，結実前に除草

や抜根作業等を行っているが，防除は困難な状況である．そこで，オオキンケイギクに防除効

果があるとされる硫酸アンモニウムの散布を行い，富士川水系においても有効であるか検証し

た．その結果，オオキンケイギクの若い個体に対する防除効果が確認された．今後は，硫酸ア

ンモニウムによる防除効果の持続性について検証し，散布期間の適正化を図る必要がある． 
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1.  はじめに 

 
 甲府河川国道事務所では，富士川・釜無川・笛吹川か

らなる富士川水系を管理している（図-1）．富士川は，

長野県に源を発し，山梨県から静岡県を南下して駿河湾

へと流れ込む幹川流路延長128 km，流域面積3,990 ㎢の

一級河川である1 )．加えて，大臣管理区間の平均河床勾

配が1/240の急流河川であるため1 )，他河川と比べて堤

防が侵食される危険性が高い．富士川水系では，オオキ

ンケイギクが繁茂しており（写真-1），その生息範囲が

拡大している．堤防に繁茂したオオキンケイギクは，株

間に生育するシバ類等の植被を減少させ，堤防法面が裸

地化することで，堤防の耐久性や安定性の低下が懸念さ

れている．そのため，オオキンケイギクへの対策が河川

管理上の課題の1つとしてあげられている． 
 

 

2.  オオキンケイギクについて 

 
 オオキンケイギク（Coreopsis lanceolata）は，北米

原産のキク科の多年生草本で，5月から7月にかけて黄色

のコスモスに似た花を咲かせることが特徴である2 )．日

本には1880年代に鑑賞用や緑化用に導入されたことで多

くの地域で定着している3 )．繁殖力が非常に高く，多年

生草本であることから防除には抜根が必要であり，在来

生態系への影響があることから，特定外来生物に指定さ

れている3 )．また，堤防に繁茂したオオキンケイギクは，

カワラヨモギやシバ等の様々な在来植物を排除し，堤防

の植被を減少させる懸念があるため4 ) 5 )，オオキンケイ

ギクを防除する必要がある． 

 

 

 

図-1 富士川水系 流域図 1 ) 

 

 

写真-1 堤防に繁茂したオオキンケイギク 
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3.  管内の現状と硫酸アンモニウムによる防除 

 
(1)  甲府河川国道事務所管内の現状 
 オオキンケイギクは2006年に釜無川で，2011年に笛吹

川で確認されてから急激に拡大し，2021年にはほぼ全域

で生育が確認されている（図-2）．特に釜無川と笛吹川

にはオオキンケイギクの密度が高いことを示す被度3以

上の群生が多数確認されており，富士川以南への拡大防

止が急務とされている．甲府河川国道事務所では，オオ

キンケイギクを防除するため，結実前に堤防除草や一部

区間で堤防除草前に抜根作業を実施している．加えて，

一部の自治体が駆除活動を実施しているが，オオキンケ

イギクは広範囲に分布しているため，効果は限定的であ

り，防除が困難な状況となっている． 

 

 

図-2 オオキンケイギクの繁茂状況（2021年時点） 

 

(2) 硫酸アンモニウムによるオオキンケイギクの防除 

 飯田ら（2011,2012）は，岡山県の旭川において土壌

のpHを下げ，窒素量を増やすことでオオキンケイギクの

発芽を抑制できると報告しており6 )，硫酸アンモニウム

（窒素と硫黄を含む化学肥料）を200 g/㎡で散布した時

に最も優位な結果が得られたと報告している6 )．これを

受けて，甲府河川国道事務所においても笛吹川で2020年

から年2回（6月及び9月）除草後に硫酸アンモニウム

（200 g/㎡）を散布する試行を開始した．5年が経過し

たところで，富士川水系におけるオオキンケイギクの防

除効果及び硫酸アンモニウムによる在来植物への影響に

ついて検証した． 

 

4.  調査方法  

 

 オオキンケイギクの確認が容易となる花期の最盛期頃

であり，堤防除草前である2024年5月20日から同月21日

に下記に示す2つの方法で調査を実施した． 

(1)  コドラート調査 

 調査は笛吹川と釜無川において実施した（図-3，表-

1）．調査対象箇所は，硫酸アンモニウムを散布した対

策試行箇所4箇所と，2021年の調査において対策試行箇

所と被度や位置が類似する比較対照箇所7箇所の計11箇

所とした．各調査箇所には，5 m×5 mのコドラートを設

置し，植生の状況を目視により記録した．なお，No.7と

No.9は植生にばらつきがあったため，2箇所ずつ記録し

た．また，記録する項目はオオキンケイギクの株数，コ

ドラート内で個体数が最も多い種（優占種という），優

占種の最大高さ，各種の被度・群度等とした． 

 

 
図-3 コドラート調査の実施個所 

 
表-1 コドラート調査地点の概要 

 

 

(2) 土壌化学分析 

 硫酸アンモニウムによる土壌環境の変化及びオオキン

ケイギクの生育状況と土壌環境の関係を把握するため，

硫酸アンモニウムを散布した箇所と散布していない箇所

の土壌環境を分析した．分析に用いた土砂はコドラート

調査箇所から100 g程度をスコップで採取し，室内にお

いてpHや窒素等の植物の生育に関わる項目を分析した． 

 

 

5.  結果 

 
(1)  コドラート調査 

 コドラート調査の結果は，下記の3つに示す． 
a) オオキンケイギクの被度・群度 
 オオキンケイギクの被度・群度の結果について，対策
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試行箇所と比較対照箇所のオオキンケイギクの被度の平

均値を算出したところ，対策試行箇所の被度が比較対照

箇所と比べて低い値となった（図-4）． 

そのため，硫酸アンモニウムの散布により，オオキン

ケイギクの被度が低下したことが示唆された． 

 

 

図-4 オオキンケイギクの被度 
 

b) オオキンケイギクの確認株数及び生育状況 

 オオキンケイギクの確認株数については，全体的に比

較対照箇所より対策試行箇所の方が少なかった（図-5）．

また，対策試行箇所では，大株のオオキンケイギクが多

く確認され，小株や幼い個体の確認頻度は低かった（写

真-2）．さらに，図-4 で示した同被度箇所での株数比

較からも，対策試行箇所の方が少ないことがわかる．こ

のことは，対策試行箇所は大株のものが多く，小株や幼

い個体が少ないことを意味しており，硫酸アンモニウム

の散布により，若い個体に対する防除効果が示唆された． 
 

 

図-5 オオキンケイギクの株数（コドラート内） 
 

 
写真-2 対策試行箇所の生育状況（No.2地点） 

c) 優占種の最大高さ 

 優占種の最大高さを計測した結果，対策試行箇所より

比較対照箇所のほうがやや高かった．また，対策試行箇

所に近く気象条件に大きな差異がないNo.5及びNo.6と比

較しても大きな変化は見られなかった（図-6）． 
 

 

図-6 優占種の最大高さ 
 

(2) 土壌化学分析  

 土壌化学分析の結果については表-3に示す．対策試行

箇所のpHは比較対照箇所と比較すると，およそ1低い5.0

～5.5の弱酸性を示した．また，対策試行箇所のアンモ

ニア態窒素の平均値は比較対照箇所の平均値の約2倍と

なり，硝酸態窒素についても比較対照箇所の約5倍の平

均値が対策試行箇所で確認された． 
硫酸アンモニウムを散布すると，アンモニア態窒素は

土壌微生物の硝化作用により硝酸態窒素へと変化し，そ

の過程で土壌のpHが低下する7)．そのため，今回の調査

結果では，硫酸アンモニウムの散布による想定されたと

おりの土壌環境の変化が確認された． 
 

表-3 土壌化学分析の結果 

 

 

 

6.  考察 

 
(1) 硫酸アンモニウムによるオオキンケイギクに対する 

防除効果について 

 コドラート調査の結果より，対策試行箇所のオオキン

ケイギクは大株のものが多く確認された一方で，小株や

幼い個体の確認頻度は低かった．このことから，富士川

水系の堤防における硫酸アンモニウムの散布は，オオキ

ンケイギクの発芽を抑制する効果と若い個体の生育を抑

制する効果が一定量あると考えられる． 
一方で，大株のオオキンケイギクが多く確認されたこ
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とから生長した個体への効果は小さいと考えられる． 
 
(2) 土壌化学分析結果に基づく硫酸アンモニウムとオオ

キンケイギクの関係について 
オオキンケイギクと土壌化学分析結果との関係性を確

認するため，相関図を作成した（図-7,図-8,図-9）．な

お，ピアソンの相関係数（r）及びp値を算出する際に，

オオキンケイギクの確認株数は常用対数変換した． 

オオキンケイギクの確認株数は，pHとは有意な正の相

関（p < 0.05）がみられ，アンモニア態窒素及び硝酸態

窒素とは有意な負の相関（p < 0.05）がみられた． 

そのため，硫酸アンモニウムの散布による土壌環境の

変化はオオキンケイギクの生育に関係し，一定の抑制効

果があると考えられる． 
 

 
図-7  pHとオオキンケイギクの確認株数との相関図 

 

 

図-8  NH4-N（アンモニア態窒素）とオオキンケイギク 

の確認株数との相関図 

 

 

図-9 NO3-N（硝酸態窒素）とオオキンケイギクの確認 

株数との相関図 

 

7.  今後の課題 

 

 本検証を通じて，富士川水系において硫酸アンモニウ

ムの散布は，オオキンケイギクの発芽を抑制する効果と

若い個体の生育を抑制する効果（防除効果という）があ

ると考えられた．今後の課題を下記の3つに示す． 
 
(1)  硫酸アンモニウムの散布の適正化について 
富士川水系における硫酸アンモニウムの散布によるオ

オキンケイギクへの防除効果は，適切な散布量や防除効

果の持続期間についてさらなる検討の余地がある．その

ため，防除効果の有効濃度と持続性について検証し，適

切な散布量や散布回数から硫酸アンモニウムの散布にか

かる適切な費用を把握することが必要である． 
 
(2)  オオキンケイギクの根絶について 

 大株のオオキンケイギクを抜取り，若い個体を硫酸ア

ンモニウムで防除した場合にオオキンケイギクの根絶が

可能になるかを検証する必要がある． 
 

(3) 在来植物への影響について 

 本検証では，優占種の最大高さのみを確認したため在

来植物への影響については，さらなる検討の余地がある．

そのため，植生を継続的にモニタリングし，硫酸アンモ

ニウムの散布による影響がないか検証する必要がある． 
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